
第３期関西観光・文化振興計画（仮称）の概要（中間案） 

 

Ⅰ 計画策定の趣旨と期間 

令和４（2022）年に策定した「第２期関西観光・文化振興計画」は、コロナ禍において観光・文化が深

刻な影響を受けている中で策定したものであるため、社会・経済情勢の変化に起因する新たな課題が生じ

た場合は、計画期間中であっても見直しを行うこととしていた。 

観光・文化分野ともコロナ禍の影響から急速に回復する一方で、外国人旅行者の一部地域への集中とい

った新たな課題や文化を取り巻く環境の変化が生じていることから、計画の終期を待たずに新しく計画を

策定することとした。 

当該計画は、令和７（2025）年の「EXPO2025 大阪・関西万博」の開催を一過性のものとせず、新たな

ステージに向けた成長の機会と捉え、観光と文化が互いをさらに高め合い、関西が一丸となって取り組む

観光振興及び文化振興の戦略を示すものである。 

なお、計画期間は、令和７（2025）年４月から令和 12（2030）年３月までの５年間とする。 

Ⅱ 関西の観光・文化を取り巻く現状と課題 

１ 現状とこれまでの主な取組 

 

 

２ 主な課題 

（１）外国人旅行者の広域への分散化 

（２）増加する外国人旅行者への受入環境の整備 

（３）文化の次世代への保存・継承と発展 

（４）関西の文化芸術の国際展開・国際発信力の強化 

Ⅲ 観光・文化振興における関西の将来像 

 

 

    ●持続可能な観光が実現する関西 

    ●新たな文化やビジネスモデルが創出され続ける関西 

これまでの主な取組 

・ 広域周遊観光の推進 

・ 戦略的なプロモーションの展開 

・ 外国人旅行者等の受入拡大のための観光基盤整備 

・  関西文化の振興と国内外への魅力発信及び連携  

交流による関西文化の向上 

・ 関西文化の次世代継承 

・ 情報発信・連携交流支援・人づくりを支える 

プラットフォームの活用 

・ 産学官連携による関西文化の創造 

・ 「EXPO2025 大阪・関西万博」に向けた取組 

（参考） 

 ※関西の将来像を一言で表現するキャッチフレーズを検討中 

観光・文化を取り巻く現状 

・ コロナ禍収束後の訪日客数の急回復 

・ 関西の文化資源の集積と多様化 

・ 文化庁移転等を契機とした新たな文化行政の展開 

・ 関西の交通インフラの充実 

・ 「EXPO2025 大阪・関西万博」に向けての取組 



Ⅳ 将来像実現のための戦略 

■戦略１ 文化資源等を活用した関西の魅力づくり 

   関西で育まれてきた多様な有形・無形の文化資源や、豊かな自然、地域に根差した産業などを活かし、関

西各地の魅力づくりを進め、観光面での活用を促進する。また、文化芸術の担い手育成や様々な人々の参画

の促進等にも取り組み、より一層の関西の活性化につなげる。 

（１）多様な文化資源の振興  （２）文化資源等の観光への活用 

（３）文化芸術の担い手育成や様々な人々の参画促進   

■戦略２ 広域周遊観光の更なる推進 

関西各地の魅力あふれる観光コンテンツをテーマやストーリーで結んだ広域周遊観光を推進すると

ともに、周遊を促す環境の整備に取り組む。 

（１）関西の多様な魅力を活かした広域周遊観光の推進 （２）受入環境の整備 

（３）「EXPO2025 大阪・関西万博」を契機とした国際交流の深化  

（４）災害時等の安心安全の確保に向けた取組の推進 

■戦略３ 文化と経済の好循環及び国際発信の推進 

  関西がクリエイターなど様々な人々にとって魅力的で人材が集積する地域となるため、関西の文化芸

術発信の拠点化、文化芸術を活用した新しいビジネスモデルや海外発信の推進などに取り組む。 

（１）関西圏の文化芸術の一大発信拠点化  （２）文化芸術を活かした新たなビジネス創出 

■戦略４ 持続可能な観光・文化振興のための推進体制等の強化 

  持続可能な観光・文化振興の実現に向け、地域と調和した観光受入環境の整備を図るとともに、推進

体制を強化し、関係団体との連携を深める。 

（１）地域と調和した観光の実現のための環境整備 （２）観光・文化を担う人材の育成 

（３）観光・文化振興のための連携強化      （４）万博に向けて構築した情報発信や広域周遊観光に

関する取組の継続 

Ⅴ 計画の目標  

 ※課題の改善や将来像の実現を定量的に測れる指標を検討中 

（例）・関西全域及び関西の地方部での滞在日数の増加（プラスワンナイト） 

     ・国内外の人々が関西の魅力ある芸術文化に触れる機会の増加を計る指標 

     ・芸術家等クリエイターに魅力的な地域であることを計る指標   

 


